
75

『
琉
球
国
図
』の
薩
琉
航
路　
『
琉
球
御
渡
海
日
記
』か
ら
考
え
る
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論
文
要
旨
］

は
じ
め
に

❶『
琉
球
国
図
』に
描
か
れ
た
航
路

❷『
琉
球
御
渡
海
日
記
』か
ら
見
た
薩
琉
航
路

❸『
琉
球
国
図
』の
航
路
検
証

お
わ
り
に

　

中
世
に
お
け
る
日
本
―
琉
球
の
海
上
交
通
の
様
相
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
は
極
め

て
少
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
蔵
『
琉
球
国
図
』
は
一
七
世
紀

末
の
写
図
な
が
ら
、
一
五
世
紀
半
ば
に
琉
球
貿
易
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
博
多
商
人
の
薩
摩
―
琉
球

の
航
海
情
報
を
多
分
に
含
む
と
い
う
点
で
、
稀
有
に
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
た
だ
し
傍
証
の
乏

し
さ
か
ら
、
同
時
代
史
料
に
依
拠
し
て
内
容
を
十
分
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
本

論
文
で
は
、『
琉
球
御
渡
海
日
記
』（
一
六
三
八
―
三
九
年
）
を
主
と
し
た
近
世
初
期
の
航
海
記
録
と

照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、『
琉
球
国
図
』
に
描
か
れ
た
航
路
の
使
用
実
態
の
遡
及
的
な
分
析
・
検

討
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、『
琉
球
国
図
』
に
描
か
れ
た
計
三
本
の
航
路
は
、
方
向
性
（
薩
摩
→
琉
球
／
琉

球
→
薩
摩
）
お
よ
び
時
期
に
よ
っ
て
使
用
実
態
が
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
航
路
の
使
用
に
際
し
て
最
も
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
七
島
灘
（
黒
潮
）
を
越
え
る
際
の

方
向
性
で
あ
り
、
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
向
か
う
場
合
に
の
み
、
北
上
す
る
黒
潮
を
横
切
る
た
め
に
口
永

良
部
島
へ
の
寄
航
・
風
待
ち
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。
ま
た
近
世
期
の
国
絵
図
を
参
照

し
つ
つ
、『
琉
球
国
図
』
の
薩
琉
航
路
上
の
寄
航
地
（
口
永
良
部
島
・
大
島
・
徳
之
島
）
の
比
定
も

試
み
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
薩
摩
、
琉
球
、
航
路
、『
琉
球
国
図
』、『
琉
球
御
渡
海
日
記
』
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は
じ
め
に

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
蔵
『
琉
球
国
図
』（【
図
1
】）
は
、
南
九
州
か
ら
琉

球
ま
で
の
島
々
を
彩
色
で
描
き
、
航
路
や
里
程
を
示
し
た
地
図
で
あ
る

（
（
（

。
福
岡
藩
士

の
竹
森
道
悦
が
一
六
九
六
（
元
禄
九
）
年
に
太
宰
府
天
満
宮
に
寄
進
し
た
も
の
で
、

何
ら
か
の
地
図
の
模
写
図
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
〔
渡
辺
二
〇
〇
六
〕。
一
四
七
一

年
に
朝
鮮
で
刊
行
さ
れ
た
『
海
東
諸
国
紀
』
所
収
の
「
日
本
国
西
海
道
九
州
之
図
」

下
半
分
お
よ
び
「
琉
球
国
之
図
」（【
図
2
】）
と
著
し
く
似
通
っ
て
い
る
が
、
一
五

世
紀
後
半
頃
の
よ
り
詳
し
い
琉
球
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
海

東
諸
国
紀
』
所
収
図
の
模
写
で
は
な
く
、
そ
の
原
図
―
―
す
な
わ
ち
一
四
五
三
年
に

博
多
商
人
の
道
安
が
朝
鮮
政
府
に
献
上
し
た
「
博
多
・
薩
摩
・
琉
球
、
相あ

い

距へ
だ

つ
る
の

地
図
」（
以
下
、道
安
図
と
略
記
）
―
―
系
統
の
地
図
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
〔
上
里
・

深
瀬
・
渡
辺
二
〇
〇
五
〕。
な
お
道
安
図
は
現
存
し
て
い
な
い
。

一
五
世
紀
の
琉
球
は
、一
四
世
紀
後
半
に
開
始
さ
れ
た
明
と
の
君
臣
関
係
（
冊
封
・

朝
貢
関
係
）
を
背
景
に
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
営
の
中
継
貿
易
を
盛

ん
に
展
開
し
て
お
り
、
琉
球
船
が
各
地
に
渡
航
す
る
一
方
で
、
中
国
や
日
本
の
船
も

ま
た
那
覇
に
来
航
し
て
貿
易
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
道
安
ら
博
多
の

海
商
も
お
り
、
彼
ら
は
一
四
五
〇
年
代
よ
り
琉
球
と
の
貿
易
を
活
発
化
さ
せ
る
と
同

時
に
、
首
里
王
府
（
琉
球
政
府
）
の
対
朝
鮮
外
交
を
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
た

（
（
（

。【図1】　『琉球国図』（沖縄県立博物館・美術館蔵）

A①
A②

B
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【図2】　『海東諸国紀』（上：日本国西海道九州之図、下：琉球国之図）
※『海東諸国紀』（東京大学史料編纂所蔵）を改変
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そ
の
航
海
情
報
が
多
分
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
『
琉
球
国
図
』
は
、
中
世

に
お
け
る
日
本
―
琉
球
の
海
上
交
通
の
様
相
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料

が
極
め
て
少
な
い
な
か
、
部
分
的
に
せ
よ
豊
富
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
稀
有
に

し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
た
だ
し
傍
証
の
乏
し
さ
か
ら
、
同
時
代
史
料
に
依
拠
し

て
内
容
を
十
分
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
薩
摩
―

琉
球
の
航
路
に
焦
点
を
絞
り
、
後
年
の
史
料
を
利
用
し
た
遡
及
的
な
検
証
を
試
み
た

い
（
（
（

。
具
体
的
に
は
『
琉
球
御
渡
海
日
記
』（
一
六
三
八
―
三
九
年
）
を
主
と
し
た
近

世
初
期
の
航
海
記
録
と
照
ら
し
合
わ
る
こ
と
で
、『
琉
球
国
図
』
に
描
か
れ
た
航
路

の
実
態
を
分
析
・
考
察
し
て
い
く
。

❶『
琉
球
国
図
』に
描
か
れ
た
航
路

『
琉
球
国
図
』に
は
、薩
摩
か
ら
奄
美
大
島
へ
向
か
う
二
系
統
の
計
三
本
の
航
路（
以

下
、
Ａ
①
・
Ａ
②
・
Ｂ
と
す
る
）
が
赤
線
で
描
か
れ
て
い
る
（【
図
1
】
参
照
）。
Ａ

系
統
の
①
・
②
は
薩
摩
半
島
西
南
部
（
坊
津
付
近
）
の
海
上
よ
り
南
へ
延
び
る
航
路

で
、
①
は
ト
カ
ラ
列
島

（
（
（

（
七
島
）
の
西
側
を
経
て
、
②
は
口
永
良
部
島
（
図
中
で
は

「
恵
羅
武
」）
を
経
由
し
て
、
い
ず
れ
も
奄
美
大
島
に
至
る
。
Ｂ
系
統
は
大
隅
半
島
東

側
の
海
上
を
経
て
、
屋
久
島
と
種
子
島
の
間
を
通
過
し
、
奄
美
大
島
に
接
続
す
る
航

路
で
あ
る
。
三
航
路
と
も
大
島
の
一
地
点
に
至
る
が
、
そ
の
間
、
Ａ
②
の
口
永
良
部

島
以
外
の
島
は
経
由
し
な
い
。
大
島
で
い
っ
た
ん
集
約
さ
れ
た
三
航
路
は
、そ
の
後
、

二
航
路
に
分
か
れ
て
徳
之
島
へ
と
至
る
。
な
お
『
海
東
諸
国
紀
』
で
は
、
琉
球
に
延

び
る
三
本
の
航
路
は
「
日
本
国
西
海
道
九
州
之
図
」
の
最
下
部
に
至
っ
た
後
、
し
ば

し
省
略
さ
れ
、「
琉
球
国
之
図
」
の
沖
永
良
部
島
（
図
中
で
は
「
小
崎
恵
羅
武
島
」）

の
西
側
海
上
に
て
復
活
し
て
い
る
（【
図
2
】
参
照
）。
徳
之
島
を
経
た
航
路
は
、
直

接
な
い
し
は
与
論
島
・
伊
平
屋
島
（
図
中
で
は
「
琉
球
内
恵
平
也
島
」）
を
経
由
し
て
、

沖
縄
本
島
西
側
を
通
っ
て
那
覇
港
へ
と
接
続
す
る
。
本
島
北
部
の
運
天
港
（
図
中
で

は
「
雲
見
泊
」）
に
は
「
要
津
」
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
航
路
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
航
路
の
途
上
な
い
し
は
周
辺
に
描
か
れ
た
島
々
の
地
名
に
は
、「
自
博

多
～
里
、
至
琉
球
～
里
」（
博
多
よ
り
～
里
、
琉
球
ま
で
～
里
）
と
い
っ
た
形
式
で

里
程
が
付
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
航
路
全
体
に
「
博
多
か
ら
琉
球
へ
向
か
う
」
方
向

性
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
。

加
え
て
三
航
路
は
い
ず
れ
も
薩
摩
に
寄
港
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
道
安
が

朝
鮮
政
府
に
「
博
多
・
薩
摩
・
琉
球
、
相
距
つ
る
の
地
図
」（
道
安
図
）
を
献
上
し

た
経
緯
と
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
道
安
は
、
一
四
五
三
年
、
琉
球
国

王
の
委
託
に
よ
り
琉
球
使
節
と
し
て
朝
鮮
を
訪
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
こ
の
地
図

を
提
示
し
た
と
い
う
。

　

�

琉
球
国
は
薩
摩
と
和
睦
し
て
お
り
、
故
に
博
多
人
で
薩
摩
を
経
由
し
て
琉
球
に

行
く
者
は
、こ
れ
ま
で
阻
害
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。〔
し
か
し
〕近
年
以
来
、

和
睦
せ
ず
〔
薩
摩
が
〕
ほ
し
い
ま
ま
に
略
奪
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
故
に
大

洋
か
ら
〔
薩
摩
を
経
由
せ
ず
〕
続
け
て
航
海
し
て
い
く
が
甚
だ
苦
難
で
あ
る
。

い
ま
我
ら
が
〔
琉
球
に
〕
出
か
け
た
時
に
も
、
商
船
二
隻
が
〔
薩
摩
に
〕
搶
奪

さ
れ
た

（
（
（

。

す
な
わ
ち
、
道
安
は
「
琉
球
と
薩
摩
の
関
係
悪
化
に
よ
り
博
多
船
の
琉
球
渡
海
が

阻
害
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
」
の
証
左
と
し
て
地
図
を
示
し
て
お
り
、
同
図
系

統
と
考
え
ら
れ
る
『
琉
球
国
図
』
の
三
航
路
が
薩
摩
に
寄
航
し
て
い
な
い
こ
と
と
も

兼
ね
合
わ
せ
る
と
、
道
安
図
に
は
〈
薩
摩
を
経
由
し
な
い
〉
航
路
の
み
0

0

が
描
か
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
道
安
図
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
『
海
東
諸
国
紀
』
の
「
日
本
国
西
海
道
九

州
之
図
」で
は
、航
路
Ａ
②
が
坊
津
に
寄
港
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
か
、従
来
、

道
安
は「
薩
摩
を
経
由
す
る
通
常
の
航
路
」と「
経
由
し
な
い
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
航
路
」

の
両
方
を
示
し
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
〔
佐
伯
二
〇
〇
六
〕。
し
か
し
『
琉
球
国
図
』

の
航
路
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
『
海
東
諸
国
紀
』
を
よ
く
見
る
と
、
航
路
Ａ
②
は
坊

津
の
方
向
へ
と
や
や
曲
が
る
も
の
の
坊
津
へ
は
至
っ
て
い
な
い

（
（
（

（【
図
3
】
参
照
）。

従
っ
て
や
は
り
道
安
は
「
薩
摩
を
経
由
し
な
い
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
航
路
」
の
み
を
朝
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鮮
に
対
し
て
図
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
博
多
か
ら
琉
球
へ
向
か
う
」・「
薩
摩
を
経
由
し
な
い
」
と
い
う
共

通
点
が
確
認
で
き
る
三
航
路
だ
が
、
で
は
そ
こ
に
何
ら
か
の
相
違
点
は
存
在
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
往
路
と
復
路
で
、
あ
る
い
は
航
海
時
期
に
よ
っ
て
、
異
な
る

航
路
を
使
用
す
る
と
い
っ
た
違
い
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
こ
う
し

た
航
路
の
使
用
上
の
相
違
点
に
特
に
留
意
し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
『
琉
球

国
図
』
の
航
路
が
接
続
す
る
島
々
で
は
那
覇
港
以
外
の
港
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
可
能
な
範
囲
で
寄
港
地
の
比
定
も
行
い
た
い
。

❷『
琉
球
御
渡
海
日
記
』か
ら
見
た
薩
琉
航
路

『（
肥
後
守
祐
昌
様
）
琉
球
御
渡
海
日
記

（
（
（

』（
以
下
、
日
記
）
は
、
一
六
三
八
（
寛

永
一
五
）
年
に
琉
球
に
使
者
と
し
て
赴
い
た
薩
摩
藩
士
の
伊
東
二
右
衛
門
祐
昌

（
（
（

（
以

下
、
祐
昌
）
に
よ
る
日
記
で
あ
る
。
祐
昌
は
平
田
狩
野
介
宗
弘

（
（
（

（
以
下
、
狩
野
介
）・

【図3】　�『海東諸国紀』（上）・『琉球国図』（下）の坊津部分
（前者は航路に点線を付す）
※上：『海東諸国紀』（東京大学史料編纂所蔵）を改変
※下：『琉球国図』（沖縄県立博物館・美術館蔵）を改変

坊津
（房泊両津）

口永良部
（恵羅武）
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狩
俣
為
右
衛
門
尉
則
康

（
（1
（

（
以
下
、
為
右
衛
門
）
と
と
も
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
主
目
的

は
、
新
藩
主
・
島
津
光
久
の
襲
封
を
告
知
し
、
琉
球
国
王
・
尚
豊
の
返
書
・
起
請
文

を
持
ち
帰
る
こ
と
で
あ
っ
た
〔
石
井
一
九
八
六
〕。
日
記
は
、
一
六
三
八
年
一
〇
月

五
日
に
鹿
児
島
を
出
港
し
て
か
ら
、
翌
年
四
月
一
九
日
に
坊
津
に
帰
着
す
る
ま
で
一

日
も
欠
か
さ
ず
記
録
さ
れ
て
お
り
、
島
津
氏
の
琉
球
侵
攻
（
一
六
〇
九
年
）
後
ま
も

な
い
時
期
の
薩
琉
関
係
の
様
相
を
知
り
得
る
好
素
材
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
日

記
に
基
づ
き
祐
昌
ら
の
薩
琉
航
海
の
状
況
を
概
観
す
る

（
（1
（

（【
図
4
】
も
参
照
の
こ
と
）。

（
一
）
往
路
―
鹿
児
島
か
ら
那
覇
ま
で
―

日
記
に
よ
れ
ば
祐
昌
は
、寛
永
一
五
（
一
六
三
八
）
年
一
〇
月
五
日
に
鹿
児
島
（
前

之
浜
）
を
出
航
し
、
山や

ま

川が
わ

・
口
永
良
部
島
・
奄
美
大
島
（
西に

し

古こ

見み

）・
徳
之
島
（
秋

徳
）
を
経
由
し
て
、
同
月
二
七
日
に
那
覇
に
到
着
し
て
い
る
。
使
者
三
名
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
船
に
乗
り
、
ま
た
琉
球
へ
帰
国
す
る
年
頭
使

（
（1
（

具ぐ

志し

頭か
み

親
方
金
氏
朝
房
（
以

下
、
具
志
頭
）
の
船
や
、
坊
津
の
八
右
衛
門
な
る
人
物
の
船
も
同
道
し
て
い
る
。
各

船
の
船
頭
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
祐
昌
の
船
…
加
治
木
の
船
頭
太
兵
衛
尉

　

②
狩
野
介
の
船
…
山や

ま

川が
わ

の
船
頭
宇
左
衛
門
尉

　

③
為
右
衛
門
の
船
…
船
頭
善
良
十
（
善
十
郎
）

　

④
琉
球
年
頭
使
具ぐ

志し

頭か
み

の
船
…
船
頭
不
詳

　

⑤
坊
津
の
八
右
衛
門
の
船
…
船
頭
彦
吉
（
※
一
〇
月
一
二
日
よ
り
合
流
）

近
世
期
に
お
い
て
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
派
遣
さ
れ
る
公
用
船
に

は
、
藩
に
よ
る
船ふ

な

賦わ
り

（
割
付
）
に
て
計
一
三
隻
の
民
間
船
が
当
て

ら
れ
た
〔
喜
舎
場
一
九
九
三
〕。
そ
の
主
な
用
務
は
琉
球
か
ら
薩

摩
へ
の
年
貢
の
運
搬
で
、
収
穫
（
二
期
作
）
の
時
期
に
合
わ
せ
て

秋
（
九
―
一
〇
月
）・
春
（
二
―
三
月
）
に
出
帆
し
、
そ
れ
ぞ
れ

春
（
三
月
）・
夏
（
六
―
七
月
）
に
帰
帆
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て

い
た

（
（1
（

。
そ
れ
ゆ
え
秋
下
船
（
古
米
船
）・
春
下
船
（
新
米
船
）
と

総
称
さ
れ
た
。
年
貢
運
搬
の
航
賃
は
首
里
王
府
が
負
担
し

（
（1
（

、
そ
の

他
に
海
上
飯
米
と
し
て
往
路
は
鹿
児
島
の
琉
球
仮
屋

（
（1
（

か
ら
、
復
路

は
琉
球
の
船
手
座
か
ら
一
人
二
〇
日
分
（
三
〇
石
余
）
が
支
給
さ

れ
た
。
加
え
て
薩
摩
か
ら
古
米
や
日
用
品
を
積
み
渡
っ
て
琉
球
で

商
売
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
大
坂
・
江
戸
な
ど
の
上
方

航
路
よ
り
も
短
距
離
で
負
担
が
少
な
く
実
利
が
多
い
路
線
と
し

て
好
ま
れ
た
と
い
う

（
（1
（

〔
松
下
一
九
八
三
、
喜
舎
場
一
九
九
三
〕。

こ
う
し
た
公
用
船
の
派
遣
シ
ス
テ
ム
が
、
祐
昌
ら
が
琉
球
に
赴

い
た
一
六
三
八
年
の
段
階
で
ど
こ
ま
で
定
ま
っ
て
い
た
の
か
は

不
明
だ
が
、
恐
ら
く
秋
下
船
に
相
当
す
る
よ
う
な
公
用
船
と
し
て

【図4】　参考地図（−−−線は現在の航路）
※本地図の作成には国土地理院発行の電子地形図 25000 を使用した。
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藩
が
割
り
当
て
た
民
間
船
に
、「
客
」と
し
て
祐
昌
ら
使
者
が
乗
船
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
近
世
期
に
お
い
て
は
琉
球
も
薩
摩
へ
楷
船
な
ど
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
楷
船
の

派
遣
制
度
の
創
始
は
一
六
五
二
年
で
あ
る
こ
と
か
ら

（
（1
（

、
祐
昌
が
渡
海
し
た
一
六
三
八

年
時
点
で
は
琉
球
の
使
者
も
薩
摩
の
公
用
船
を
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
一
〇
月
五
日
の
八
つ
時

（
（1
（

（
午
後
二
時
）、
祐
昌
の
船
は
鹿
児
島
港
（
前
之
浜

（
（1
（

）

を
出
航
し
、
向む

か
い
の
し
ま

之
島
（
桜
島
）
へ
碇
泊
し
た
。
為
右
衛
門
の
合
流
を
得
て
、
翌
六
日

に
順
風

（
（2
（

（
追
い
風
）
を
待
ち
、
六
つ
時
（
午
後
六
時
）
に
山や

ま

川が
わ

港
（
（2
（

へ
と
帆
走
し
た
。

こ
の
時
、為
右
衛
門
は
小
舟
で
あ
っ
た
の
で
艪
を
漕
が
せ
た
と
い
う

（
（2
（

。
各
船
の
船
型
・

規
模
等
は
不
明
だ
が

（
（2
（

、
大
き
さ
は
一
様
で
は
な
く
、
ま
た
櫓
走
も
可
能
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

山
川
へ
は
七
日
の
五
つ
時
（
午
前
八
時
）
に
入
港
し
た
。
八
日
に
は
山
川
の
権
現

（
（2
（

へ
参
詣
し
、
銭
百
疋
（
一
貫
＝
千
文
）
を
拝
進
し
て
い
る
。
航
海
安
全
の
祈
願
で
あ

ろ
う
。
一
〇
日
の
五
つ
時
（
午
前
八
時
）
に
山
川
を
出
航
し
、
児ち

よ

ケが

水み
ず

へ
（
（2
（

停
泊
後
、

良
い
順
風
を
得
て
出
船
し
た
が
、
沖
は
横
風
・
大
波
で
あ
っ
た
。
夜
四
つ
時
（
午
後

一
〇
時
）
に
口
永
良
部
島
へ
入
港
し
た
。

口
永
良
部
島
で
は
風
待
ち
の
た
め
計
一
一
日
間
逗
留
し
た
。
風
に
関
す
る
記
述
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
一
日
（
晴
）、
順
風
が
な
く
出
船
で
き
な
い
。

　

�

一
二
日
（
晴
）、
寅
之
方
（
東
北
東
）
の
風
に
な
り
、
船
頭
衆
が
「
風
の
手
先

が
つ
ま
っ
て
い
る

（
（2
（

」
の
で
出
船
し
難
い
と
言
う
。

　

一
三
日
（
晴
）、
同
じ
風
で
出
船
で
き
な
い
。

　

一
四
日
（
曇
）、
風
が
不
定
で
出
船
で
き
な
い
。

　

一
五
日
（
雨
）、
卯
之
方
（
東
）
の
風
に
て
終
日
雨
天
。

　

一
六
日
（
曇
）、
寅
之
方
の
風
に
て
時
化
（
し
け
）
の
た
め
出
船
で
き
な
い
。

　

一
七
日
（
曇
）、
同
じ
風
で
出
船
で
き
な
い
。

　

一
八
日
（
雨
）、
同
じ
風
で
出
船
で
き
な
い
。

　

一
九
日
（
曇
）、
同
じ
風
で
出
船
で
き
な
い
。

　

�

二
〇
日
（
晴
）、寅
之
方
の
同
じ
風
だ
っ
た
の
で
、「
い
ず
れ
も
出
銭
」
に
て
「
所

之
出
家
」（
地
元
の
僧
侶
）
に
依
頼
し
、
日ひ

和よ
り

の
（
（2
（

祈
念
を
し
た
。

　

�

二
一
日（
晴
）、良
い
順
風
と
な
り
、坊
津
の
八
右
衛
門
が
四
つ
時（
午
前
一
〇
時
）

に
出
船
。
狩
野
介
・
為
右
衛
門
の
船
と
談
合
し
、
九
つ
時
（
午
前
一
二
時
）
に

出
船
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
①
最
適
な
方
角
の
順
風
が
吹
く
ま
で
出
船
し
な
い
、
②
出
船
の
判

断
は
船
頭
が
下
す
、
③
対
策
と
し
て
銭
を
出
し
合
い
神
頼
み
を
行
う
、
と
い
っ
た
諸

点
が
う
か
が
え
る
。
出
船
の
判
断
も
含
め
操
船
は
船
頭
ら
の
業
務
で
あ
り
、
乗
客
で

あ
る
祐
昌
の
日
記
に
操
船
関
係
の
記
事
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
祈
祷
や
そ
の

費
用
負
担
の
主
体
は
祐
昌
ら
乗
客
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
本
件
を
含
め
計
四
件
の
記

事
が
確
認
で
き
る

（
（2
（

。

で
は
風
待
ち
の
期
間
、
祐
昌
ら
使
者
衆
は
何
を
し
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
狩
り

で
あ
る
。
日
記
に
よ
れ
ば
「（
風
待
ち
で
）
い
た
ず
ら
に
滞
在
し
て
い
る

（
（2
（

」
と
し
て
、

三
度
（
一
一
・
一
四
・
二
〇
日
）
に
わ
た
っ
て
山
へ
狩
り
に
行
き
、計
一
〇
頭
の
鹿
（
ヤ

ク
シ
カ

（
（3
（

）
を
獲
っ
て
い
る
。
一
四
・
二
〇
日
に
は
日
記
に
料
理
に
つ
い
て
の
言
及
が

な
く
、
こ
の
鹿
を
食
べ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
旅
の
食
糧
補
給
の
目
的

で
狩
り
を
行
っ
た
の
か
と
も
思
っ
た
が
、
琉
球
到
着
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
狩
り
を
し

て
お
り
―
―
た
だ
し
琉
球
に
鹿
は
い
な
い
の
で
専
ら
鳥
（
鶉
・
雁
な
ど
）
を
獲
っ
て

い
る
―
―
娯
楽
の
意
味
合
い
の
方
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
逗
留
中
の
「
料
理
」
は
、
祐
昌
（
一
一
日
）・
狩
野
介
（
一
二
日
）・
為
右
衛

門
（
一
三
日
）・
祐
昌
（
一
五
日
）・
狩
野
介
（
一
六
日
）・
為
右
衛
門
（
一
七
日
）・

祐
昌
（
一
八
日
）
の
順
で
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
だ
け
見
る
と
厳
密
な
輪
番
制

の
よ
う
だ
が
、後
続
の
記
録
を
見
る
と
必
ず
し
も
順
番
通
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

藩
か
ら
支
給
さ
れ
た
海
上
飯
米
を
少
な
く
と
も
使
者
陣
で
は
共
有
し
、
状
況
に
応
じ

て
三
名
の
う
ち
の
誰
か
が
適
宜
「
料
理
」
を
担
当
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
一
九
日

は
船
頭
の
太
兵
衛
尉
・
宇
左
衛
門
尉
に
よ
る
「
振
舞
」（
饗
応
）
が
な
さ
れ
て
い
る
。

船
頭
ら
操
船
ス
タ
ッ
フ
に
支
給
さ
れ
た
海
上
飯
米
は
ま
た
別べ

つ

口く
ち

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
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食
事
を
提
供
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
「
振
舞
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

二
二
日
の
七
つ
時
（
午
後
四
時
）、
祐
昌
ら
は
大
島
の
西
之
籠
（
西に

し

古こ

見み

）
（
（3
（

へ
入

港
し
、
翌
二
三
日
の
四
つ
時
（
午
前
一
〇
時
）
に
、
良
い
順
風
を
得
て
出
船
し
た
。

徳
之
島
付
近
か
ら
大
波
と
な
っ
た
が
、
七
つ
時
（
午
後
四
時
）
に
秋あ

き

徳と
く

港
（
現
・
亀か

め

徳と
く

港
）
へ
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
四
日
は
辰
巳
（
南
東
）
の
風
に
て
秋
徳
に
逗
留

し
、
二
六
日
に
良
い
順
風
を
得
て
九
つ
時
分
（
午
前
一
二
時
）
に
秋
徳
を
出
、
夜
を

通
し
て
航
海
し
た
と
こ
ろ

（
（3
（

、
二
七
日
の
七
つ
時
（
午
前
四
時
）
に
那
覇
港
へ
到
着
し

て
い
る
。
鹿
児
島
か
ら
凡
そ
二
二
日
間
の
航
海
で
あ
っ
た
。
同
三
〇
日
（
琉
球
で
は

一
一
月
一
日

（
（3
（

）、
祐
昌
は
那
覇
の
波
の
上
権
現
・
沖
の
寺
権
現
へ
参
詣
し
、
鳥ち

ょ
う
も
く

目
（
銭

の
異
称
）
五
百
疋
を
拝
進
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
琉
球
へ
の
無
事
の
到
着
に
対
す
る

御
礼
参
り
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
復
路
―
運
天
か
ら
坊
津
ま
で
―

復
路
は
、
寛
永
一
六
（
一
六
三
九
）
年
三
月
一
五
日
に
沖
縄
北
部
の
今
帰
仁
に

あ
る
運
天
港
を
出
帆
し
、
徳
之
島
（
秋
徳
・
井い

之の

川か
わ

）・
奄
美
大
島
（
西
古
見
→
名

瀬
→
手て

花け

部ぶ

）
を
経
て
、
四
月
一
九
日
へ
薩
摩
半
島
の
坊
津
へ
入
港
し
て
い
る
。

祐
昌
ら
の
乗
り
船
の
賦
は
、
前
年
一
二
月
六
日
、
那
覇
駐
在
中
の
琉
球
在
番
奉
行

（
阿
多
内な

い
ぜ
ん
の
か
み

膳
正
忠
栄
）
に
よ
り
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
。

　

①
祐
昌
の
船
…
加
治
木
の
船
頭
太
兵
衛
尉　

＊
往
路
と
同
じ

　

②
狩
野
介
の
船
…
山
川
の
船
頭
宇
左
衛
門
尉　

＊
往
路
と
同
じ

　

③
為
右
衛
門
の
船
…
船
頭
善
良
十　

＊
往
路
と
同
じ

　

④
来
年
の
琉
球
年
頭
使
（
読
谷
山
按
司
朝
宗
）
の
船
…
船
頭
総
左
衛
門
尉

　

⑤
琉
球
仮
屋
の
替
衆
の
船
…
七
島
の
船
頭
六
右
衛
門
尉

　

［
⑥
坊
津
の
八
右
衛
門
の
船
…
船
頭
彦
吉

（
（3
（

］

年
が
明
け
た
一
月
一
二
日
に
は
船
の
「
乗
り
初
め
」
が
な
さ
れ
、
同
二
四
日
に
は

寺
へ
の
「
門
出
」（
旅
に
出
る
前
に
吉
日
を
選
ん
で
仮
に
家
を
出
て
近
く
に
移
る
こ

と
）
が
行
わ
れ
た
。
両
日
と
も
吉
日
で
あ
っ
た
。
同
二
八
日
に
は
名
護
の
衆
・
日
本

の
諸
船
頭
が
挨
拶
に
来
た
。
名
護
に
近
い
運
天
港
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
す
で
に
決

定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
翌
二
九
日
、祐
昌
は
首
里
王
府
に
対
し
「
来
月
（
二
月
）

一
〇
日
頃
に
出
船
す
る
。
順
風
が
な
け
れ
ば
運
天
ま
で
行
く

（
（3
（

」と
申
し
入
れ
て
い
る
。

結
局
、
運
天
ま
で
は
陸
路
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
祐
昌
ら
は
二
月
一
一
日
に
那

覇
を
発
ち
、
首
里
城
へ
赴
い
た
後
、
牧ま

き
み
な
と

湊
を
経
て
同
日
中
に
北ち

ゃ

谷た
ん

に
至
っ
て
い
る
。

一
三
日
に
は
西
女
（
北ニ

シ

恩
納
か
）
へ
と
進
み
、
一
四
日
に
名
護
を
経
て
運
天
へ
到
着

し
た
。
さ
ら
に
二
八
日
に
は
那
覇
か
ら
航
行
し
て
き
た
乗
り
船
が
す
べ
て
運
天
に
到

着
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
秋
下
船
の
帰
帆
の
時
期
は
三
月
で
あ
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
そ
れ
と
合
致
し
て
い
る
。
三
月
三
日
、
順
風
の
た
め
運
天
を
出
船
し
た

が
、一
八
里
ほ
ど
沖
へ
出
た
と
こ
ろ
で
急
に
西
風
に
な
り
、船
頭
衆
は「
よ
ん
の
嶋（
与

論
島
）
へ
行
く
べ
き
で
あ
る
」
と
言
っ
た
が
、
ま
も
な
く
北
風
と
な
り
、
夜
入
時
分

に
運
天
へ
戻
っ
た
。

そ
の
後
は
新
月
と
な
り
、
し
ば
ら
く
出
船
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
（3
（

。
や
が
て

一
五
日
の
四
つ
時（
午
前
一
〇
時
）、良
い
順
風
を
得
て
六
艘
と
も
運
天
を
出
帆
し
た
。

夜
に
急
に
雨
が
降
り
風
が
変
わ
っ
て
帆
柱
を
妨
げ
た
が

（
（3
（

、
一
六
日
の
八
つ
時
分
（
午

前
二
時
）
に
よ
う
や
く
徳
之
島
の
秋
徳
港
へ
入
り
、
他
の
五
船
は
や
や
北
の
井
之
川

港
へ
入
っ
た
。
二
〇
日
に
、
祐
昌
は
井
之
川
の
狩
野
介
へ
使
い
を
送
り
、
良
い
順
風

で
あ
れ
ば
出
船
す
る
よ
う
伝
え
た
が
、
風
が
少
し
高
か
っ
た
た
め
誰
も
出
船
で
き
な

か
っ
た
。

翌
三
月
二
一
日
の
四
つ
時
分
（
午
前
一
〇
時
）、
良
い
順
風
を
得
て
秋
徳
を
出
帆

し
た
。
井
之
川
の
諸
船
も
同
様
に
出
立
し
た
。
大
島
か
ら
一
里
ほ
ど
の
沖
合
で
急
に

雨
が
降
り
西
風
に
な
っ
た
が
、
為
右
衛
門
・
琉
球
年
頭
使
の
船
と
と
も
に
芝

（
（3
（

と
い
う

港
へ
ど
う
に
か
「
取
り
付
け
」
た
。
狩
野
介
の
船
は
、
そ
れ
よ
り
少
し
早
く
阿あ

室む
ろ

と
（
（3
（

い
う
と
こ
ろ
に
着
い
た
。
そ
の
後
、
二
四
日
ま
で
に
祐
昌
ら
は
西
古
見
へ
移
動
し
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
二
五
日
条
に
は
「
乗
り
船
の
帆
柱
を
取
り
調
べ
、
山
か
ら
昨
日

下
し
て
き
た
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
現
地
の
木
を
用
い
て
帆
柱
を
交
換
し
た
と
み
ら
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れ
る

（
（4
（

。
三
月
二
九
日
、
良
い
順
風
を
得
て
、
西
古
見
を
出
航
し
名
瀬
港
へ
と
入
っ
た
。
そ

の
後
、
名
瀬
の
在
郷
見
物
な
ど
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
が
、
四
月
一
〇
日
、
順
風
が

あ
ま
り
な
い
た
め
に
船
頭
た
ち
へ
油
断
な
く
出
船
の
日
和
の
談
合
を
す
る
よ
う
に
と

命
じ
て
い
る
。
翌
一
一
日
は
良
い
順
風
で
、
五
つ
時
（
午
前
八
時
）
に
名
瀬
港
を
出

た
が
、
八
つ
時
分
（
午
後
二
時
）
よ
り
西
風
に
な
り
、
北
上
で
き
ず
に
戻
る
こ
と
と

な
っ
た
。

一
二
日
の
五
つ
時（
午
前
八
時
）、よ
う
や
く
手
花
部

（
（4
（

と
い
う
湊
へ「
取
り
付
け
」た
。

一
三
日
、
日
和
（
良
い
天
候
）
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め
に
「
中
乗
衆
」
が
出
銭
し

て
日
和
神
楽
を
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
少
な
く
と
も
日
記
に
記
さ
れ
た
「
航

海
に
関
す
る
祈
祷
」
の
主
体
は
祐
昌
ら
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
「
中

乗
衆
」
は
船
頭
・
水
主
な
ど
操
船
ス
タ
ッ
フ
以
外
の
乗
船
者
（
す
な
わ
ち
使
者
や
そ

の
従
者
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
（4
（

。
一
七
日
の
四
つ
時
（
午
前
一
〇
時
）、
良

い
順
風
が
で
あ
っ
た
た
め
出
船
し
、
一
八
日
も
同
じ
風
の
な
か
を
航
海
し
た
。
一
九

日
の
朝
も
同
じ
風
で
あ
っ
た
が
、
昼
か
ら
や
や
風
が
高
く
な
り
、
山
川
へ
向
か
う
こ

と
が
で
き
ず
坊
津
へ
向
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
最
善
の
選
択
肢
が
山
川
港
で
あ
り
、

坊
津
は
そ
れ
が
果
た
せ
な
い
時
の
第
二
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

坊
津
の
港
口
か
ら
雨
が
降
り
、
西
風
で
北
上
し
、
よ
う
や
く
港
へ
漕
ぎ
入
れ
た

（
（4
（

。

引ひ
き

船ぶ
ね

（
曳
船
）
に
拠
ら
ず
に
入
港
し
た
と
見
ら
れ
る
。
な
お
日
記
で
は
、
い
か
な
る

港
に
関
し
て
も
引
船
の
存
在
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
狩
野
介
・
為
右
衛
門
の
船
も

夜
入
時
分
に
入
港
し
た
。
し
か
し
琉
球
衆
の
乗
る
二
艘
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
日
は
順
風
が
悪
く
、
坊
津
へ
逗
留
し
た
た
め
、
坊
津
の
八
右
衛

門
が
振
舞
を
し
て
く
れ
た
。
ま
た
坊
津
に
駐
在
す
る
船
改
衆
に
よ
り
船
改
め
が
行
わ

れ
た
。
ち
な
み
に
琉
球
衆
の
乗
る
船
は
無
事
到
着
し
た
と
み
ら
れ
、
年
頭
使
の
読
谷

按
司
は
一
〇
月
に
琉
球
に
帰
国
し
て
い
る
〔
深
瀬
二
〇
〇
四
〕。

❸『
琉
球
国
図
』の
航
路
検
証
―『
琉
球
御
渡
海
日
記
』を
手
が
か
り
と
し
て
―

（
一
）『
琉
球
御
渡
海
日
記
』・『
琉
球
渡
海
日
々
記
』・『
喜
安
日
記
』と
の
比
較
検
討

本
節
で
は
『
琉
球
御
渡
海
日
記
』
を
手
が
か
り
に
、『
琉
球
国
図
』
の
航
路
の
検

証
を
行
う
。
な
お
比
較
の
た
め
、
日
記
と
近
い
時
期
の
航
海
記
録
と
し
て
『
琉
球
渡

海
日
々
記

（
（4
（

』
と
『
喜
安
日
記

（
（4
（

』
も
合
わ
せ
て
参
照
す
る
。
前
者
は
、
一
六
〇
九
年
の

島
津
氏
の
琉
球
侵
攻
に
際
し
て
従
軍
し
た
高こ

う

山や
ま

衆
市
来
孫
兵
衛
の
日
記
で
あ
り
、
後

者
は
侵
攻
に
敗
れ
捕
虜
と
な
っ
た
琉
球
国
王
尚
寧
に
従
っ
て
薩
摩
、
さ
ら
に
江
戸
へ

赴
き
、
一
六
一
一
年
に
王
と
と
も
に
帰
国
す
る
ま
で
を
綴
っ
た
琉
球
の
日
本
人
僧
侶

喜
安

（
（4
（

の
回
想
録
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
薩
琉
航
海
の
様
相
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・『
琉
球
渡
海
日
々
記
』
か
ら
見
た
薩
琉
航
路

①
薩
摩
→
琉
球　
　

※
慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年

　

�

三
月
一
日
、
寅
時
に
山
川
へ
到
着
し
、
各
地
か
ら
結
集
し
た
船
八
〇
余
艘
と
合

流
す
る
。
そ
の
後
、
順
風
が
な
く
逗
留
す
る
。

　

三
月
三
日
、
晩
に
乗
船
し
、
う
き
湊
口
へ
漕
ぎ
出
す
。

　

�

三
月
四
日
、
寅
時
（
午
前
四
時
）
に
山
川
を
出
て
、
亥
時
（
午
後
一
〇
時
）
頃

に
口
永
良
部
島
へ
着
く
（
船
道
三
八
里
）。
天
気
が
悪
く
逗
留
す
る
。

　

�

三
月
六
日
、
辰
時
（
午
前
八
時
）
に
口
永
良
部
島
を
出
て
、
夜
を
通
し
て
航
海

す
る

（
（4
（

。

　

三
月
七
日
、
申
時
（
午
後
四
時
）
に
大
島
の
深
江
浦
へ
着
く
。

　

三
月
一
二
日
、
深
江
浦
を
出
て
、
大
島
の
大
和
浜
へ
着
く
。

　

三
月
一
六
日
、
大
和
浜
を
出
て
、
大
島
の
西
古
見
へ
着
く
。

　

三
月
一
七
日
、
西
古
見
を
出
船
す
る
が
順
風
が
な
く
戻
る
。

　

�

三
月
二
〇
日
、
卯
時
（
午
前
六
時
）
頃
に
西
古
見
を
出
て
、
徳
之
島
の
秋
徳
へ

着
く
（
船
道
二
五
里
）。
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�

三
月
二
一
日
、
秋
徳
を
出
る
が
、
結
局
凪

（
（4
（

に
な
り
、
徳
之
島
の
亀
津
港
に
入
る
。

　

�

三
月
二
四
日
、
巳
時
（
午
前
一
〇
時
）
に
亀
津
を
出
て
、
日
の
入
時
分
に
沖
永

良
部
島
の
崎

（
（4
（

に
碇
泊
す
る
。
そ
の
ま
ま
夜
を
通
し
て
航
海
し
、
二
五
日
の
酉
時

（
午
後
六
時
）
過
ぎ
に
琉
球
北
部
の
古
宇
利
島
へ
着
く
。

②
琉
球
→
薩
摩　
　

※
慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年

　

五
月
一
五
日
、巳
時
（
午
前
一
〇
時
）
に
那
覇
を
出
て
、夜
を
通
じ
て
航
海
す
る
。

　

五
月
一
六
日
、
朝
に
古
宇
利
島
へ
着
く
。

　

五
月
一
七
日
、
辰
時
（
午
前
八
時
）
末
に
古
宇
利
島
を
出
る
。

　

�

五
月
一
九
日
、時
化
の
な
か
を
航
行
し
、午
時
（
午
前
一
二
時
）
頃
に
七
島
（
ト

カ
ラ
列
島
）
の
中
之
島
に
「
取
り
付
く
」。

　

�

五
月
二
一
日
、
寅
時
頃
に
中
之
島
を
出
て
、
良
い
順
風
だ
っ
た
た
め
申
時
頃
に

山
川
に
着
く
。

・『
喜
安
日
記
』
か
ら
見
た
薩
琉
航
路

①
琉
球
→
薩
摩　
　

※
慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年

　

五
月
一
五
日
、
那
覇
を
出
て
、
今
帰
仁
へ
着
く
。

　

五
月
一
七
日
、
今
帰
仁
を
出
る
。

　

五
月
一
九
日
、
大
島
の
宇
見
（
宇
検
）
港
へ
着
く
。

　

五
月
二
一
日
、
晴
天
に
て
追
い
風
（
順
風
）
が
吹
い
た
た
め
、
宇
検
を
出
る
。

　

五
月
二
四
日
、
山
川
に
着
く
。

②
薩
摩
→
琉
球　
　

※
慶
長
一
六
（
一
六
一
一
）
年

　

九
月
二
四
日
、
卯
時
（
午
前
六
時
）
に
山
川
を
出
る
。

　

九
月
二
六
日
、
未
時
（
午
後
二
時
）
に
口
永
良
部
島
へ
着
く
。

　

九
月
二
九
日
、
辰
時
（
午
前
八
時
）
に
口
永
良
部
島
を
出
る
。

　

一
〇
月
二
日
、
申
時
（
午
後
四
時
）
に
大
島
の
宇
検
へ
着
く
。

　

�

一
〇
月
九
日
、
辰
時
（
午
前
八
時
）
に
宇
検
を
出
て
、
徳
之
島
の
亀
尾
（
亀
津

か
）
へ
着
く
。

　

�

一
〇
月
一
八
日
、
午
時
（
午
前
一
二
時
）
に
亀
尾
を
出
て
、
酉
時
に
沖
永
良
部

島
へ
着
く
。

　

一
〇
月
一
九
日
、
丑
時
（
午
前
二
時
）
に
沖
永
良
部
島
を
出
る
。

　

一
〇
月
二
〇
日
、
未
時
（
午
後
二
時
）
に
那
覇
へ
着
く
。

以
上
の
『
琉
球
御
渡
海
日
記
』・『
琉
球
渡
海
日
々
記
』・『
喜
安
日
記
』（
以
下
、

三
日
記
）
に
記
さ
れ
た
薩
摩
―
琉
球
の
航
路
と
比
較
し
つ
つ
、『
琉
球
国
図
』
の
三

航
路
（
Ａ
①
・
Ａ
②
・
Ｂ
）
を
検
証
し
て
い
く
。
た
だ
し
『
琉
球
国
図
』
の
三
航
路

は
薩
摩
を
経
由
し
な
い
た
め
、
各
航
路
を
次
の
よ
う
に
捉
え
、
主
に
《
カ
ッ
コ
》
で

示
し
た
部
分
に
つ
い
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

航
路
Ａ
①　

�［
薩
摩
方
面
］
―
《
ト
カ
ラ
列
島
・
口
永
良
部
島
の
西
側
》
―
大
島

―
徳
之
島
―
那
覇

　

�

航
路
Ａ
②　

�［
薩
摩
方
面
］
―
《
口
永
良
部
島
》
―
大
島
―
徳
之
島
―
那
覇

　

航
路
Ｂ　
　

�［
薩
摩
方
面
］
―
《
ト
カ
ラ
列
島
・
口
永
良
部
島
の
東
側
》
―
大

島
―
徳
之
島
―
那
覇

ま
ず
【
表
1
】
に
示
す
よ
う
に
三
日
記
に
記
さ
れ
た
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
の
航
路
は

『
琉
球
国
図
』
の
航
路
Ａ
②
と
概
ね
重
な
り
、
特
に
薩
摩
方
面
か
ら
口
永
良
部
島
を

経
て
大
島
へ
至
り
徳
之
島
を
経
て
南
下
す
る
部
分
（
下
線
部
）
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
【
表
2
】
に
示
す
よ
う
に
、
琉
球
か
ら
薩
摩
へ
の
航
路
に
お
い
て
は
三
日
記

と
も
口
永
良
部
島
を
経
由
し
て
い
な
い
（
す
な
わ
ち
『
琉
球
国
図
』
航
路
Ａ
②
と
は

一
致
し
な
い
）。
ト
カ
ラ
列
島
の
中
之
島
に
「
取
り
付
い
」
た
『
琉
球
渡
海
日
々
記
』

は
Ａ
①
、
大
島
か
ら
薩
摩
半
島
ま
で
一
気
に
移
動
す
る
『
琉
球
御
渡
海
日
記
』・『
喜

安
日
記
』
は
Ａ
①
・
Ｂ
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
あ
る
。

と
す
る
と
、少
な
く
と
も
こ
の
三
日
記
に
依
拠
す
る
限
り
に
お
い
て
、『
琉
球
国
図
』

の
航
路
Ａ
②
は
薩
摩（
方
面
）か
ら
琉
球
へ
の
、航
路
Ａ
①
・
Ｂ
は
琉
球
か
ら
薩
摩（
方

面
）
へ
の
航
路
を
そ
れ
ぞ
れ
描
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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（
二
）
口
永
良
部
島
へ
の
寄
航

さ
て
航
路
Ａ
①
・
Ｂ
と
Ａ
②
の
最
大
の
相
違
点
は
、
Ａ
②
の
み
が
口
永
良
部
島
を

経
由
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
口
永
良
部
島
に
つ
い
て
、
薩
摩
藩
の
官
撰
地
誌
『
三

国
名
勝
図
会
』（
一
八
四
三
年
）
は
次
の
よ
う
に
記
す
（
巻
五
〇
）。

　

�

永
良
部
島
。（
略
）
屋
久
島
に
属
す
。
俗
に
口
永
良
部
と
号
す
。
琉
球
の
属
島

沖
永
良
部
島
に
対
し
て
呼
ぶ
な
り
。（
略
）
島
の
西
南
に
海
湾
あ
り
。
海
湾
の

大
さ
方
半
里
余
、
良
港
な
り
。
故
に
琉
球
諸
島
よ
り
上
下
す
る
舟
船
、
必
ず
此

港
に
繋
泊
す
る
所
な
り
。
琉
球
諸
島
に
下
る
に
は
、
こ
の
島
よ
り
七
島
（
ト
カ

ラ
列
島
）
を
歴
て
、
大
島
深
井
ケ
浦
（
深
江
浦
湊

（
（5
（

）
ま
で
七
十
五
里
あ
り
。
其

七
十
五
里
の
洋
中
を
、
古
へ
阿
摩
美
津
ケ
門
と
い
ふ
。
今
俗
に
七
島
灘
と
呼
べ

り
。
其
海
路
落
漈
あ
り
て
、
潮
水
東
へ
落
る
勢
甚
迅
速
に
て
、
危
険
な
る
事
甚

し
。
故
に
其
海
路
を
過
ぐ
る
に
は
、
必
す
謹
み
、
絶
好
の
順
風
を
占
て
、
帆
を

発
す
る
こ
と
な
り
。
其
順
風
は
、
こ
の
島
港
に
あ
り
て
占
ふ
と
ぞ
。（
略
）

す
な
わ
ち
、
①
薩
琉
間
を
上
下
（
往
来
）
す
る
船
は
必
ず
こ
の
島
の
「
西
南
の
良

港
」（
現
在
の
本
村
港
）
に
停
泊
す
る
、
②
口
永
良
部
か
ら
ト
カ
ラ
列
島
を
通
っ
て

大
島
の
深
江
浦
に
至
る
間
に
「
七
島
灘
」
と
い
う
危
険
な
海
流
が
あ
る
、
③
そ
れ
を

渡
る
時
は
こ
の
島
港
に
て
絶
好
の
順
風
を
選
ん
で
出
航
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
七
島
灘
と
は
、
ト
カ
ラ
列
島
が
点
在
す
る
海
域
を
指
し
、
東
シ
ナ

海
を
北
上
す
る
黒
潮
本
流
の
分
岐
点
が
こ
の
海
域
を
西
南
か
ら
東
北
へ
流
れ
る
古
く

か
ら
の
船
の
難
所
で
あ
る
【
図
5
】。
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
向
か
う
際
に
は
、
こ
の
黒

潮
を
横
切
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
「
順
風
（
向
か
い
風
）」
の
風
待
ち
を
す

る
場
所
が
口
永
良
部
島
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
を
詳
し
く
記
し
た
史
料
と
し
て
、
近

世
末
期
に
奄
美
大
島
へ
配
流
さ
れ
た
薩
摩
藩
士
名
越
左
源
太

（
（5
（

の
「
高
崎
く
づ
れ
渡
島

遠
島
録

（
（5
（

」（
遠
島
日
記
）
が
あ
る
。
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
四
月
一
〇
日
、
左
源

太
は
大
島
へ
向
か
う
途
中
の
悪
天
候
に
よ
り
口
永
良
部
港
に
「
取
り
付
」
い
た
後
、

な
か
な
か
良
い
順
風
が
得
ら
れ
ず
に
二
八
日
ま
で
滞
船
し
た
が
、
そ
の
間
に
「
外ほ

か

に
大
船
琉
球
其
外
下
り
船
十
艘
、
此
湊
へ
引
返
し
滞
船
」（
一
一
日
条
）、「
琉
（
球
）

下
り
・
三
島
下
り
日ひ

よ
り
ず
も
う

和
角
力
と
し
て
、
船
中
之
者
共
陸
へ
差
越
候
」（
一
五
日
条
）

な
ど
と
記
し
て
い
る
。
な
お
『
三
国
名
勝
図
会
』
に
は
「
琉
球
諸
島
よ
り
上
下
0

0

す
る

舟
船
、
必
ず
此
港
に
繋
泊
す
る
所
な
り
」
と
あ
る
が
、
三
日
記
や
左
源
太
の
記
録
を

見
る
限
り
で
は
口
永
良
部
で
風
待
ち
を
す
る
の
は
琉
球
へ
の
下
り
船
だ
け
で
あ
る
。

【表1】　薩摩→琉球の航路まとめ

・『琉球御渡海日記』（1638年 10月）
　山川→口永良部→大島（西古見）→徳之島（秋徳）→那覇
・『琉球渡海日々記』（1609年 3月）
　�山川→口永良部→［夜を通して］→大島（深江浦→大和浜→西古見）→徳之島（秋徳

→亀津）→［沖永良部沖］→［夜を通して］→古宇利島
・『喜安日記』（1611年 9―10月）
　�山川→口永良部島→大島（宇検）→徳之島（亀尾［亀津か］）→沖永良部島→那覇

・『琉球国図』航路Ａ②（航海時期不明）
　［薩摩方面］―《口永良部島》―大島―徳之島―那覇

【表2】　琉球→薩摩の航路まとめ

・『琉球御渡海日記』（1639年 2月）
　�今帰仁（運天）→徳之島（秋徳・井之川）→大島（西古見→名瀬→手花部）→坊津
・『琉球渡海日々記』（1609年 5月）
　�那覇→［夜を通して］→今帰仁（古宇利島）→トカラ列島（中之島）→山川
　※�ただし中之島への寄航は、時化のなかを航行して中之島に「取り付い」たため。
・『喜安日記』（1609年 5月）
　今帰仁→大島（宇検）→山川

・『琉球国図』航路Ａ①（航海時期不明）
　�那覇―徳之島―大島―《トカラ列島・口永良部島の西側》―［薩摩方面］
・『琉球国図』航路Ｂ（航海時期不明）
　�那覇―徳之島―大島―《トカラ列島・口永良部島の東側》―［薩摩方面］
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上
り
は
口
永
良
部
島
に
は
寄
航
せ
ず
、
黒
潮
に
乗
っ
て
一
気
に
渡
海
し
た
の
で
あ
ろ

う
。他

方
、
口
永
良
部
島
か
ら
一
二
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
隣
の
屋
久
島
の
一い

っ

湊そ
う

港
も
琉
球

往
来
船
の
風
待
ち
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。『
三
国
名
勝
図
会
』（
巻
五
〇
）
に
は
「
凡

そ
島
中
の
港
は
、
都
て
川
な
る
に
海イ

リ

灣ウ
ミ

の
港
と
な
る
は
、
此
所
（
一
湊
港
）
の
み
な

り
。
故
に
琉
球
諸
島
往
来
の
舟
船
時
に
繋
泊
す
る
所
な
り
。
然
れ
ど
も
西
風
強
き
時

は
繋
泊
頗
る
穏
な
ら
ず
」と
あ
る
。
ま
た
明
治
期
に
海
軍
省
水
路
部
が
ま
と
め
た『
日

本
水
路
誌
』
二
―
下
（
一
九
〇
八
年
）
の
「
口
永
良
部
湾
」
の
項
に
は
「
九
州
ト
奄

美
大
島
ト
ノ
間
ニ
於
ケ
ル
避
泊
地
ハ
唯
此
湾
ト
屋
久
島
ノ
一
湊
ト
ア
ル
ノ
ミ
。
此
湾

ハ
能
ク
北
西
風
ヲ
避
ケ
一
湊
ハ
南
東
風
ヲ
避
ク
」
と
あ
り
、
口
永
良
部
（
南
向
き
）・

一
湊
（
北
向
き
）
の
両
港
が
風
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
た
だ
し
『
琉
球
国
図
』
や
三
日
記
で
は
一
湊
港
へ
の
寄
航
は
確
認
で
き
な
い
。

（
三
）
航
海
時
期
と
航
路

次
に
こ
れ
ら
の
航
路
が
使
用
さ
れ
る
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
薩
琉
間
の
航
海
に
は
季
節
風
が
利
用
さ
れ
た
。
風
の
状
況
は
以
下
の

通
り
で
、
波
も
風
に
連
動
す
る
〔
河
邉
・
尾
崎
二
〇
〇
七
〕。

　

①
東
北
風
が
強
い
＝
春
（
二
―
四
月
）・
秋
（
八
―
一
〇
月
）・
冬
（
一
一
―
一
月
）

　

②
南
西
風
が
強
い
＝
夏
（
五
―
七
月
）

こ
の
う
ち
①
の
東
北
風
は
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
の
航
海
に
、
②
の
南
西
風
は
琉
球
か

ら
薩
摩
へ
の
航
海
に
用
い
ら
れ
た
。こ
の
こ
と
は
一
九
世
紀
前
半
頃
に
成
立
し
た『
薩

摩
風
土
記
』
に
「
琉
球
船
、
午
未
（
南
南
西
）
の
風
に
て
日
本
へ
来
る
。
亥
子
（
北

北
東
）
の
風
に
て
彼
地
へ
下
る

（
（5
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る

（
（5
（

。
ま
た
風
自

体
は
冬
季
に
強
く
な
り
、夏
季
に
弱
く
な
る
。
従
っ
て
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
は
春
と
秋
、

琉
球
か
ら
薩
摩
へ
は
夏
が
、
航
海
に
最
も
適
し
た
季
節
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
先
述
し
た
よ
う
に
薩
摩
か
ら
の
派
遣
船
は
春
・
秋
に
出
帆
し
、
そ
れ
ぞ
れ

夏
・
春
に
帰
帆
し
た
。
ま
た
琉
球
か
ら
の
派
遣
船
は
春
・
夏
に
出
帆
し
、
秋
に
帰
帆

し
た

（
（5
（

。
こ
れ
ら
の
航
海
時
期
を
三
日
記
の
航
海
時
期
と
合
わ
せ
て
ま
と
め
る
と
【
表

3
】
の
よ
う
に
な
る
。

三
日
記
で
は
、
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
の
航
海
時
期
は
春
・
秋
で
、
い
ず
れ
も
航
路
Ａ

②
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
航
海
に
適
し
た
季
節
と
も
、
薩
摩
・
琉
球
の
公
用
船
派

遣
の
時
期
と
も
一
致
す
る
。
こ
こ
か
ら
『
琉
球
国
図
』
の
航
路
Ａ
②
は
春
・
秋
に
使

用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
琉
球
か
ら
薩
摩
へ
の
航
海
時
期
は
日
記
・
公
用
船
と
も
春
・
夏
で
あ
る
。
航

【図5】　黒潮流路模式図
※下記を参照して作図

https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN5/soudan/faq_kuroshio.html
※作成には国土地理院発行の電子地形図 25000 を使用した。
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海
に
最
も
適
し
た
季
節
は
夏
で
あ
っ
た

が
、
春
の
航
海
も
十
分
可
能
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
加
え
て
三
日
記
の
内
、『
琉
球

渡
海
日
々
記
』
で
は
夏
に
Ａ
①
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
季
節
に
よ
る
航
路

の
使
い
分
け
が
存
在
し
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

な
お
一
八
七
四
年
刊
の
『
琉
球
藩
史
』

の
附
録
「
銅
鐫
琉
球
国
全
島
図
」（【
図

6
】）
は
、
ト
カ
ラ
列
島
か
ら
琉
球
ま
で

を
描
い
た
地
図
だ
が
、
こ
の
類
の
地
図
と

し
て
は
珍
し
く
、
航
路
の
部
分
に
使
用

時
期
に
つ
い
て
の
注
記
が
あ
る
〔
麻
生

二
〇
一
八
〕。
そ
れ
に
よ
れ
ば
ト
カ
ラ
列

島
の
西
側
を
通
っ
て
那
覇
に
直
に
入
港

す
る
航
路
に
は
「
此
筋
ノ
舟
道
ヲ
夏
来

朝
、
冬
渡
海
ノ
時
乗
ル
」［
注
記
①
］（
薩
摩
→
琉
球
＝
冬
、
琉
球
→
薩
摩
＝
夏
）、

ト
カ
ラ
の
島
嶼
間
を
通
過
し
奄
美
諸
島
の
西
側
を
通
っ
て
運
天
港
に
至
る
航
路
に
は

「
此
筋
ノ
舟
道
ヲ
秋
渡
海
・
来
朝
、
又
ハ
春
来
朝
ノ
時
乗
ル
」［
注
記
②
］（
薩
摩
→

琉
球
＝
秋
、
琉
球
→
薩
摩
＝
春
秋
）
と
あ
る
。
こ
の
二
航
路
は
い
ず
れ
も
大
島
を
経

由
し
な
い
。
一
方
、
ト
カ
ラ
列
島
の
東
側
を
通
っ
て
大
島
を
経
由
し
て
南
下
す
る
航

路
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
航
路
に
は
使
用
時
期
に
関
す
る
説
明
は
な
い
。
ま
た

こ
の
地
図
は
口
永
良
部
島
を
含
ま
な
い
た
め
、
そ
こ
へ
の
寄
航
の
有
無
は
判
別
で
き

な
い
。
こ
の
よ
う
に
諸
条
件
が
異
な
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
こ
の
図
の
航
路
や
注

記
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
季
節
に
よ
る
航
路
の
使
い
分
け
が
存
在
し

た
可
能
性
」
の
傍
証
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

（
四
）
寄
港
地
の
比
定

最
後
に
『
琉
球
国
図
』
の
薩
琉
航
路
の
寄
港
地
の
内
、
三
日
記
に
寄
航
の
記
録
が

確
認
で
き
る
口
永
良
部
島
・
大
島
・
徳
之
島
に
つ
い
て
、
近
世
の
国
絵
図
を
参
考
し

つ
つ
検
討
し
て
み
た
い
。

【表3】　薩琉航海の時期

薩摩→琉球
・航海に適した季節＝春・秋
・薩摩派遣船（行き）＝春・秋　　琉球派遣船（戻り）＝秋
・�『琉球御渡海日記』・『喜安日記』＝秋、『琉球渡海日々記』＝春　（航

路はすべてＡ②）
琉球→薩摩
・航海に適した季節＝夏　※ただし下記により春でも可
・薩摩派遣船（戻り）＝春・夏　　琉球派遣船（行き）＝春・夏
・�『琉球御渡海日記』（Ａ① orB）＝春、『琉球渡海日々記』（A ①）・『喜

安日記』（Ａ① or B）＝夏

【図6】　「銅鐫琉球国全島図」
（沖縄県立図書館蔵）

CC BY 4.0（http://creativecommons.org/
licenses/by/4.0/deed.ja）

石
垣
島

宮
古
島

沖
縄
島

与
論
島

徳
之
島

大
島
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①
口
永
良
部
島

口
永
良
部
島
に
は
航
路
Ａ
②
上
に
二
箇
所
の
寄
港
地
（
ａ
・
ｂ
）
が
表
現
さ
れ
て

い
る
（【
図
7
①
】）。
南
側
の
寄
港
地
（
ａ
）
は
明
ら
か
に
口
永
良
部
港
（
現
在
の

本
村
港
）
で
あ
ろ
う
。
北
側
の
寄
港
地
（
ｂ
）
は
、
位
置
か
ら
す
る
と
現
在
の
岩
屋

泊
港
で
あ
ろ
う
か
（【
図
7
②
】）。
た
だ
し
管
見
の
限
り
で
、
口
永
良
部
島
に
口
永

良
部
港
以
外
の
港
の
存
在
を
明
記
し
た
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

口
永
良
部
港
に
関
し
て
は
、
元
禄
国
絵
図
の
「
大
隅
国

（
（5
（

」（
一
六
九
六
年
）（【
図

7
③
】）
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

一
、
此
湊
口
広
サ
五
町
、
入
拾
壱
町
、
深
サ
拾
六

尋
、
左
右
荒
磯
、
大
船
三
拾
艘
程
繋
ル
、
西
風
南

風
之
時
船
繋
リ
不
自
由
、

　

�

一
、
此
口
之
永
良
部
嶋
ヨ
リ
琉
球
大
嶋
之
内
ふ
か

い
か
浦
湊
午
未
方
ニ
當
ル

す
な
わ
ち
港
口
の
広
さ
約
六
八
四
メ
ー
ト
ル
、
湾
入

（
奥
行
）
一
五
〇
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
六
．
五
メ
ー

ト
ル
で
、
大
船
三
〇
艘

（
（5
（

ほ
ど
が
碇
泊
で
き
る
良
港
で

あ
っ
た
が

（
（5
（

、
西
風
・
南
風
の
際
に
は
碇
泊
に
は
適
さ
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
琉
球
か
ら
薩
摩
へ
の
航
海
に

適
し
た
南
西
風
の
強
い
夏
に
、
Ａ
②
の
航
路
が
利
用
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。

な
お
屋
久
島
の
一
湊
港
は
大
船
一
〇
艘
ほ
ど
が
碇
泊
可

能
で
「
東
風
・
北
風
之
時
船
出
入
な
し
」
と
あ
る
。
一
湊

港
と
口
永
良
部
島
北
側
の
方
位
は
概
ね
一
致
し
て
お
り
、

口
永
良
部
・
一
湊
の
両
港
が
風
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
（
先
述
）
も
鑑
み
る
と
、
口
永
良
部
港
に
入

港
で
き
な
い
風
向
き
の
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
裏
港

（
（5
（

」
と

し
て
島
の
北
側
に
着
船
・
碇
泊
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
す
る
と『
琉
球
国
図
』に
記
さ
れ
た
北
側
の
寄
航
地（
ｂ
）

は
こ
の
「
裏
港
」
を
表
現
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

国
絵
図
「
大
隅
国
」
で
は
、
口
永
良
部
港
か
ら
延
び

る
航
路
は
三
本
で
、
そ
の
内
の
一
本
は
山
川
港
、
も
う

【図7】　口永良部島・屋久島
※①：琉球国図（沖縄県立博物館・美術館蔵），②：電子地形図 25000（国土地理院発行），
　③：元禄国絵図［大隅国］（国立公文書館蔵）　航路はトレース処理した。
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一
本
は
屋
久
島
の
長
田
川
河
口
と
口
永
良
部
島
を
繋
い
で
い
る
。
三
本
目
の
航
路
は

ト
カ
ラ
・
大
島
方
面
へ
と
延
び
、「
此
渡
昼
夜
共
ニ
潮
東
江
落
ス
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

港
に
は
「
異
国
船
遠
見
番
所
」
が
描
か
れ
、「
永
良
部
村
」
に
「
本
行
寺
」
が
描
か

れ
て
い
る
。
本
行
寺
は
屋
久
島
永
田
に
あ
る
顕
寿
寺
（
日
蓮
宗
）
の
末
寺
で
〔
上
屋

久
町
一
九
八
四
〕、
創
建
年
代
は
不
明
だ
が
、
風
待
ち
の
際
の
日
和
の
祈
願
な
ど
に

用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
琉
球
御
渡
海
日
記
』
に
て
祐
昌
ら
が
帰
島
を
依

頼
し
た
「
所
之
出
家
」
と
は
こ
の
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

②
奄
美
大
島

次
に
Ａ
①
・
②
・
Ｂ
の
す
べ
て
の
航
路
が
経
由
す
る
大
島
南
部
の
寄
港
地
（
ｃ
）

に
つ
い
て
は
、
位
置
お
よ
び
三
日
記
の
内
容
か
ら
西
古
見
か
宇
検
（
焼
内
）
の
港
で

あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
（【
図
８
①
】）。
両
港
に
関
し
て
は
、
元
禄
国
絵
図
「
琉
球

国
大
島

（
（6
（

」（【
図
８
②
】）
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
正
保
国
絵
図
「
琉

球
国
絵
図
」（
一
六
四
九
年
）
の
元
禄
期
写
本

（
（6
（

に
お
け
る
記
載
も
同
文
で
あ
る
。

　

�

此
西
之
古
見
湊
、
入
五
十
間
広
サ
、
三
十
間
深
サ
三
十
一
尋
、
大
船
四
五
艘
程

繋
ル
、
南
風
ニ
船
か
ゝ
り
不
成

　

�

此
焼
内
湊
、
入
三
里
広
サ
三
十
町
、
深
サ
三
十
尋
、
船
繋
リ
場
何
風
ニ
而
も
自

由
、
大
船
二
百
艘
程
繋
ル

こ
の
記
載
か
ら
は
宇
検
（
焼
内
）
の
方
が
圧
倒
的
に
優
れ
た
港
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
が
、
三
日
記
の
大
島
寄
航
状
況
を
見
る
と
、『
琉
球
御
渡
海
日
記
』
は

往
復
と
も
西
古
見
（
復
路
は
西
古
見
→
名
瀬
→
手
花
部
）、『
琉
球
渡
海
日
々
記
』
は

往
路
に
西
古
見
（
復
路
は
大
島
に
寄
航
せ
ず
）、『
喜
安
日
記
』
の
み
往
復
と
も
宇
検

寄
航
と
な
っ
て
お
り
、
寄
航
回
数
が
最
も
多
い
の
は
西
古
見
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の

点
か
ら
見
れ
ば
、『
琉
球
国
図
』
の
寄
航
地
が
西
古
見
で
あ
る
可
能
性
も
低
く
な
い

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
地
理
的
に
近
い
西
古
見
・
宇
検
の
両
港
を
ま
と
め
て
表
現
し

て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
正
保
・
元
禄
の
国
絵
図
と
も
両
港
間
を
繋
ぐ
航
路

が
描
か
れ
、「
焼
内
湊
よ
り
西
之
古
見
湊
迄
海
上
三
里
」と
の
注
記
が
あ
る
。
な
お『
琉

球
国
図
』
に
は
、
こ
れ
以
外
に
大
島
に
お
け
る
寄
航
地
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

③
徳
之
島

徳
之
島
に
は
二
箇
所
の
寄
港
地
（
ｄ
・
ｅ
）
が
表
現
さ
れ
て
い
る
（【
図
８
①
】）。
東

側
の
寄
港
地
（
ｄ
）
に
は
与
論
島
と
、
西
側
の
寄
港
地
（
ｅ
）
に
は
琉
球
の
伊
平
屋
島

と
接
続
す
る
航
路
が
描
か
れ
て
い
る
。
三
日
記
の
う
ち
『
琉
球
御
渡
海
日
記
』
で
は
往

復
と
も
秋
徳
（
復
路
は
一
部
の
船
が
井
之
川
港
に
も
寄
航
）、『
琉
球
渡
海
日
々
記
』
で

は
往
路
の
み
寄
航
（
秋
徳
→
亀
津
）、『
喜
安
日
記
』
で
も
往
路
（
た
だ
し
琉
→
薩
）
の

み
「
亀
尾
」
に
寄
航
し
て
い
る
。
な
お
亀
尾
と
い
う
地
名
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
恐

ら
く
亀
津
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
秋
徳
港
は
現
在
の
亀
徳
港
で
、
海
軍
省
水
路
部
『
日
本

水
路
誌
』
二
―
下
（
一
九
〇
八
年
）
の
「
亀
津
泊
地
」
の
項
に
よ
れ
ば
、「
亀
徳
村
（
旧・

秋
徳
村
）
前
面
ノ
仮
泊
地
ニ
シ
テ
徳
之
島
ニ
ヨ
リ
稍
ヤ
偏
西
風
ヲ
遮
ル
ノ
外
更
ニ
風
浪
ノ

保
障
ナ
ク
唯
天
候
最
モ
静
穏
ナ
ル
時
碇
泊
シ
得
ル
ニ
過
キ
ス
」と
い
う
。
同
書
に
よ
れ
ば
、

亀
津
村
は
「
亀
徳
村
ノ
南
方
約
六
鏈

（
（6
（

ニ
在
ル
」
徳
之
島
の
主
村
で
あ
り
、「
亀
津
村
ヲ
貫

流
セ
ル
大
瀬
川
口
ヨ
リ
拡
延
セ
ル
干
出
礫
堆
ノ
外
方
ニ
於
テ
石
花
礁
間
ニ
水
深
五
尋
乃

至
九
尋
ノ
澪
ア
レ
ト
モ
甚
タ
狭
隘
ニ
シ
テ
小
帆
船
ノ
外
ハ
出
入
安
全
ナ
ラ
ス
」
と
あ
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
澪
（
凹
地
）
が
近
世
期
の
亀
津
港
で
あ
ろ
う
（【
図
８
③
】
参
照
）。

元
禄
国
絵
図
「
琉
球
国
大
島
」（
お
よ
び
正
保
の
国
絵
図
写
本
）（【
図
８
②
】）
に

は
「
秋
徳
湊
」・「
井
ノ
川
湊
」・「
和
に
や
泊
」（
湾
屋
）
の
三
港
が
描
か
れ
、
秋
徳

か
ら
は
沖
永
良
部
島
に
向
か
う
航
路
、
井
之
川
・
湾
屋
か
ら
は
大
島
西
古
見
に
向
か

う
航
路
が
延
び
て
い
る
。
各
港
の
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

�

此
秋
徳
湊
、
入
一
町
、
広
サ
一
町
、
深
サ
五
尋
、
大
船
三
艘
程
繋
ル
、
東
風
南

風
之
時
船
繋
リ
不
成

　

此
井
之
川
、
入
二
十
五
間
、
広
サ
二
十
間
、
深
サ
十
二
尋
、
大
船
出
入
不
自
由

　
�

此
和
に
や
泊
、
入
一
町
二
十
間
、
広
さ
二
十
間
、
深
さ
五
尋
、
水
底
惣
岩
、
船

繋
リ
不
自
由
、
西
風
之
時
船
繋
リ
不
成

港
湾
と
し
て
の
優
位
性
と
三
日
記
の
内
容
を
鑑
み
る
に
、『
琉
球
国
図
』
の
二
つ

の
寄
航
地
の
う
ち
の
一
港
は
秋
徳
港
と
特
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
港
は
特
定

で
き
な
い
が
、
亀
津
港
か
井
之
川
港
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
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【図８】　大島・徳之島
※①：琉球国図（沖縄県立博物館・美術館蔵），②・③：元禄国絵図［琉球国大島］（国立公文書館蔵）
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お
わ
り
に

以
上
、『
琉
球
御
渡
海
日
記
』
を
主
と
し
た
近
世
初
期
の
薩
摩
―
琉
球
の
航
海
記

録
と
照
ら
し
合
わ
る
こ
と
で
、『
琉
球
国
図
』
に
描
か
れ
た
二
系
統
三
本
（
Ａ
①
・

Ａ
②
・
Ｂ
）
の
薩
琉
航
路
の
実
態
を
、
そ
の
使
用
状
況
に
着
目
し
て
検
証
し
て
き
た
。

航
海
記
録
の
検
討
を
通
じ
て
ま
ず
見
え
て
き
た
の
は
、
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
向
か
う

場
合
の
み
口
永
良
部
島
に
寄
航
す
る
と
い
う
明
確
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の

特
徴
を
手
が
か
り
に
、
自
然
条
件
を
確
認
し
、
関
連
す
る
史
料
類
を
検
討
し
た
結
果
、

（
一
）『
琉
球
国
図
』
の
Ａ
②
は
薩
摩
か
ら
琉
球
、
Ａ
①
・
Ｂ
は
琉
球
か
ら
薩
摩
へ
の

航
路
を
描
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、（
二
）
前
者
は
東
北
風
の
強
い
春
・
秋
に
、

後
者
は
南
西
風
の
強
い
夏
、
お
よ
び
最
適
で
は
な
い
も
の
の
航
海
は
可
能
で
あ
っ
た

春
に
主
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、（
三
）
前
者
と
後
者
の
最
大
の
相
違

点
は
七
島
灘
（
黒
潮
）
を
越
え
る
際
の
方
向
性
で
あ
り
、
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
向
か
う

場
合
に
の
み
、
北
上
す
る
黒
潮
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
こ
れ
を
横
切
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
た
め
、口
之
島
へ
の
寄
航
・
風
待
ち
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
至
っ

た
。ま

た
『
琉
球
国
図
』
の
薩
琉
航
路
上
の
寄
港
地
の
比
定
も
試
み
、（
一
）
口
永
良

部
島
の
二
寄
港
地
の
う
ち
、
南
向
き
の
一
港
（
ａ
）
は
口
永
良
部
港
（
現
・
本
村
港
）

で
あ
る
こ
と
、（
二
）
北
向
き
の
一
港
（
ｂ
）
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
口

永
良
部
港
の
「
裏
港
」
が
描
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、（
三
）
大
島
の
一
寄
航

地
（
ｃ
）
は
西
古
見
港
か
宇
検
（
焼
内
）
港
の
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は
両
港
を
あ
わ

せ
て
表
現
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、（
四
）
徳
之
島
の
二
寄
航
地
（
ｃ
・
ｄ
）
の

ど
ち
ら
か
一
方
は
秋
徳
港
（
現
・
亀
徳
港
）
で
あ
る
こ
と
、（
五
）
も
う
一
方
は
井

之
川
港
か
亀
津
港
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

た
だ
し
本
稿
で
用
い
た
航
海
記
録
は
、
操
船
を
担
わ
な
い
人
々
が
し
た
た
め
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
寄
港
地
名
や
風
向
き
以
外
の
具
体
的
な
情
報
（
例
え
ば
船
の

規
模
や
構
造
、
操
船
の
実
態
、
港
湾
機
能
の
詳
細
な
ど
）
は
極
め
て
少
な
く
、
航
路

の
方
向
性
・
使
用
時
期
・
幾
つ
か
の
寄
港
地
の
比
定
以
外
の
検
証
に
は
踏
み
込
め
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
引
き
続
き
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
航
海
記
録
に
よ
れ
ば
、
薩
琉
航
路
は
確
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
状
況
に
応

じ
て
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
琉
球
国
図
』
の
航
路
は
、
大
島
の
南
部

以
外
の
要
港
（
例
え
ば
北
部
の
深
江
浦
や
中
部
の
名
瀬
港
）
や
「
要
津
」
と
記
さ
れ

た
琉
球
北
部
の
運
天
港
を
経
由
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
を
鑑
み
る
に
、『
琉
球

国
図
』
に
描
か
れ
た
の
は
最
大
公
約
数
的
な
「
定
番
」
航
路
で
は
な
く
、
あ
る
特
定

の
、か
つ
複
数
の
航
海
で
用
い
ら
れ
た
航
路
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

（
（6
（

。『
朝

鮮
王
朝
実
録
』
よ
れ
ば
、
道
安
は
琉
球
国
王
使
と
し
て
初
め
て

0

0

0

朝
鮮
に
渡
海
し
た

一
四
五
三
年
に
、
朝
鮮
政
府
に
薩
摩
と
琉
球
の
近
年
の

0

0

0

不
仲
を
伝
え
、「
博
多
・
薩

摩
・
琉
球
、相
距
つ
る
の
地
図
」
を
献
上
し
て
い
る
〔
佐
伯
二
〇
〇
四
〕。
と
す
る
と
、

こ
の
時
な
い
し
は
こ
れ
に
相
当
近
い
時
期
に
、
道
安
ら
博
多
商
人
が
博
多
―
琉
球
を

数
回
移
動
し
た
「
そ
の
時
」
の
航
路
が
、『
琉
球
国
図
』
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
今
後
は
こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）　
『
琉
球
国
図
』
に
関
す
る
主
な
研
究
と
し
て
〔
安
里
二
〇
〇
四
、
上
里
・
深
瀬
・
渡
辺

二
〇
〇
五
、
渡
辺
二
〇
〇
六
、
佐
伯
二
〇
〇
六
〕
な
ど
が
あ
る
。 

（
2
）　

以
下
、
道
安
に
関
し
て
は
主
に
〔
佐
伯
二
〇
〇
三
〕
に
拠
る
。

（
3
）　
『
琉
球
国
図
』
の
記
載
内
容
の
内
、
沖
縄
島
の
港
湾
機
能
に
つ
い
て
は
上
里
隆
史
氏
が
正
保

の
国
絵
図
等
を
用
い
た
遡
及
的
検
証
を
行
っ
て
い
る
〔
上
里
二
〇
一
一
〕。
ま
た
黒
嶋
敏
氏
が

首
里
の
外
港
と
い
う
観
点
か
ら
、
同
じ
く
『
琉
球
国
図
』
に
描
か
れ
た
那
覇
港
周
辺
の
状
況
を
、

一
九
世
紀
半
に
沖
縄
を
訪
れ
た
西
洋
人
が
作
成
し
た
海
図
な
ど
を
用
い
て
検
証
し
て
い
る
〔
黒

嶋
二
〇
一
九
〕。
本
稿
で
も
こ
れ
ら
の
研
究
を
大
い
に
参
照
し
た
。

（
4
）　

ト
カ
ラ
（
吐
噶
喇
）
列
島
は
、
屋
久
島
と
奄
美
大
島
の
間
に
点
在
す
る
島
々
。
口
之
島
・
中

之
島
・
諏
訪
之
瀬
島
・
平
島
・
悪
石
島
・
宝
島
・
臥
蛇
島
な
ど
の
島
か
ら
な
る
。

（
5
）　

琉
球
國
與
薩
摩
和
好
、
故
博
多
人
經
薩
摩
往
琉
球
者
、
未
有
阻
礙
。
近
年
以
來
、
不
相
和
睦
、

盡
行
擄
掠
。
故
却
從
大
洋
迤
邐
而
行
、
甚
爲
艱
苦
。
今
我
等
出
來
時
、
商
船
二
艘
、
亦
被
搶
擄
。

因
示
博
多
薩
摩
琉
球
相
距
地
圖
。（『
端
宗
実
録
』元
年［
一
四
五
三
］五
月
丁
卯［
一
一
日
］条
）

註
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（
6
）　

こ
こ
で
坊
津
方
向
へ
航
路
が
曲
が
る
の
は
、「
房
泊
兩
津
」
の
文
字
位
置
に
起
因
す
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）　

個
人
蔵
。
筆
者
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真
帳
『
木
脇
文
書
』
一
（
請
求
記
号

六
一
七
一
．
九
七
―
三
五
）
お
よ
び
石
井
正
敏
「
史
料
紹
介
『
肥
後
守
祐
昌
様
琉
球
御
渡
海

日
記
』」〔
石
井
一
九
八
六
年
〕
所
収
の
翻
刻
を
使
用
し
た
。
ま
た
本
史
料
に
は
、
石
井
氏
の

論
考
の
ほ
か
、
そ
の
内
容
を
概
観
し
、
背
景
と
な
っ
た
薩
琉
間
の
事
情
を
検
討
す
る
喜
舎
場

一
隆
氏
の
論
考
が
あ
る
〔
喜
舎
場
二
〇
〇
三
・
二
〇
一
〇
〕。

（
8
）　

一
五
八
五
―
一
六
六
一
年
。
島
津
家
久
・
光
久
・
綱
久
ら
に
側
近
と
し
て
仕
え
た
。
そ
の
子

も
し
く
は
孫
の
代
に
木き

の

脇わ
き

と
改
姓
し
て
い
る
〔
石
井
一
九
八
六
〕。

（
9
）　

藩
士
。
島
原
天
草
一
揆
の
際
、
一
揆
討
伐
を
申
し
出
た
島
津
家
久
の
命
令
で
、
兵
三
百
を
率

い
て
獅
子
島
（
鹿
児
島
県
長
島
町
の
小
島
）
に
派
遣
さ
れ
た
が
、討
伐
不
要
と
断
ら
れ
た
（『
島

津
国
史
』・『
薩
藩
旧
記
雑
録
』）。

（
10
）　

藩
士
。
徳
之
島
代
官
（
一
六
四
〇
［
寛
永
一
七
］
年
春
着
任
）
を
務
め
た
猪
又
為
右
衛
門
か

（「
南
家
前
録
帳
」〔
伊
仙
町
二
〇
一
五
〕）。

（
11
）　

航
海
の
概
要
や
特
徴
は
〔
喜
舎
場
二
〇
一
〇
〕
に
お
い
て
も
簡
略
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

琉
球
国
王
か
ら
薩
摩
藩
主
に
対
し
て
年
頭
を
慶
賀
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
で
あ
る
。

（
13
）　

秋
下
船
は
七
隻
（
御
銀
船
二
隻
・
秋
用
船
二
隻
・
平
秋
下
船
一
隻
・
重
秋
下
船
二
隻
）、
春

下
船
は
四
隻
（
春
用
船
一
隻
・
宮
古
島
穀
物
運
送
船
二
隻
・
八
重
山
島
穀
物
運
送
船
一
隻
）
で
、

こ
れ
と
は
別
に
進
貢
・
接
貢
船
の
も
た
ら
す
生
糸
を
運
ぶ
御
糸
船
二
隻
が
派
遣
さ
れ
た
〔
喜

舎
場
一
九
九
三
〕。

（
14
）　

米
一
石
の
運
賃
は
三
部
八
合
と
定
め
ら
れ
、
三
部
は
船
頭
へ
航
賃
と
し
て
渡
し
、
残
り
八
合

は
薩
摩
藩
に
年
貢
と
し
て
納
め
た
。砂
糖
を
積
む
時
に
は
三
部
運
賃
は
砂
糖
で
支
払
っ
た
。（
渡

口
真
清
「
三さ

部ぶ

八は
ち

運
賃
」『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
中
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
）

（
15
）　

琉
球
か
ら
派
遣
さ
れ
る
使
者
、稽
古
人
（
留
学
生
）、人
質
（
近
世
初
期
の
み
）
の
滞
在
施
設
で
、

薩
琉
交
渉
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
〔
深
瀬
二
〇
〇
三
、
徳
永
二
〇
〇
五
〕。
こ
の
頃
は
鹿
児
島

城
下
の
南
地
区
に
あ
っ
た
（
一
七
世
紀
末
頃
ま
で
に
小
川
町
へ
移
転
）。
一
七
八
四
年
に
琉
球

館
と
改
称
さ
れ
た
。

（
16
）　

琉
球
（
お
よ
び
奄
美
諸
島
）
へ
行
く
順
番
が
早
い
ほ
ど
商
売
の
利
益
は
大
き
か
っ
た
の
で
、

近
世
末
期
に
は
船
主
間
の
早
船
番
の
過
当
競
争
を
避
け
る
た
め
「
船
主
構
」
を
催
し
て
鬮く

じ

取

り
で
派
遣
の
順
番
を
決
め
て
い
た
と
い
う
〔
松
下
一
九
八
三
〕。

（
17
）　

正
史
『
中
山
世
譜
』（
一
七
二
五
年
改
訂
版
）
の
順
治
一
二
［
一
六
五
五
］
年
の
項
に
、
壬

辰
（
一
六
五
二
）
年
、
琉
球
当
間
親ペ

ー
チ
ン

雲
上
重
陳
（
平
氏
）
が
薩
摩
の
阿
多
内
膳
正
に
、
楷
船

三
隻
を
修
造
し
て
毎
年
薩
摩
に
派
遣
す
る
こ
と
を
申
請
し
て
認
可
さ
れ
た
と
す
る
記
事
が
あ

る
（『
中
山
世
譜
』
附
巻
一
、
横
山
重
編
纂
『
琉
球
史
料
叢
書
』
五
、
一
九
七
二
年
、
東
京

美
術
、
一
八
頁
）。
当
間
親
雲
上
は
大
隅
出
身
の
伊
地
知
太
郎
兵
衛
（
心
悦
）
な
る
人
物
で
、

一
六
一
〇
年
に
薩
摩
藩
の
内
命
に
よ
り
渡
琉
し
、
髪
型
・
衣
装
を
琉
球
風
に
改
め
「
福
地
親
雲

上
」
と
称
し
て
船
奉
行
筆
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
初
代
大
和
横
目
に
任
じ
ら
れ
、
三
八
年

に
は
豊
見
城
間
切
当
間
村
の
地
頭
と
な
り
、当
間
親
雲
上
と
改
称
し
た
。
日
記
に
は「
福
治
」（
寛

永
一
五
年
一
一
月
二
三
日
条
）、「
琉
球
の
仮
屋
殿
福
地
」（
同
一
二
月
一
九
日
条
）
な
ど
と
し

て
何
度
か
登
場
す
る
。

（
18
）　

一
二
時
辰
に
お
け
る
一
刻
は
約
二
時
間
に
相
当
す
る
が
、
本
稿
で
は
表
記
が
煩
雑
に
な
る
の

を
防
ぐ
た
め
全
て
そ
の
半
刻
の
時
間
で
表
記
す
る
。
例
え
ば
昼
八
つ
時
＝
午
後
一
―
三
時
で

あ
れ
ば
、「
午
後
二
時
」
と
記
す
。

（
19
）　

城
下
前
面
の
海
浜
。
鹿
児
島
湊
。

（
20
）　

船
の
進
む
方
向
に
吹
く
風
。
追
い
風
。
こ
の
日
記
で
は
順
風
が
「
能よ

き

」・「
悪あ

敷し
き

」
と
い
う
形

で
記
さ
れ
る
。

（
21
）　

薩
摩
半
島
の
南
端
、
揖
宿
郡
の
南
端
東
部
。
天
然
の
良
港
で
薩
摩
藩
の
外
港
と
し
て
栄
え
た
。

（
22
）　

原
文
は
「
お
さ
せ
候
て
」。「
押
す
」
に
は
「
櫓
を
使
っ
て
船
を
進
め
る
」
の
意
味
が
あ
る
。

（
23
）　

薩
摩
が
琉
球
に
派
遣
し
た
一
三
艘
船
は
、
概
ね
一
八
―
二
三
反
帆
船
で
、
近
世
後
期
に
は
殆

ど
が
二
二
、
三
反
帆
船
で
あ
っ
た
〔
喜
舎
場
一
九
九
三
〕。

（
24
）　

山
川
村
の
熊
野
権
現
社
か
。
番
所
鼻
近
く
に
あ
る
。

（
25
）　

現
・
指
宿
市
山
川
岡
児
ケ
水
。
海
岸
に
温
泉
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（
26
）　

原
文
は
「
風
の
手
さ
き
つ
ま
り
候
」。

（
27
）　

空
模
様
・
晴
天
。
こ
こ
で
は
良
い
順
風
（
追
い
風
）
の
意
味
か
。

（
28
）　

日
記
に
は
、
山
川
権
現
へ
の
参
詣
・
賽
銭
、
口
永
良
部
島
で
の
出
銭
祈
祷
の
ほ
か
、
那
覇
到
着

時
の
賽
銭
を
伴
う
権
現
参
詣
、大
島
で
の「
中
乗
衆
」の
出
銭
に
よ
る
日
和
神
楽
の
記
事
が
み
え
る
。

（
29
）　

原
文
は
、「
徒
ニ
罷
居
候
」（
一
〇
月
二
〇
日
条
）。

（
30
）　

ヤ
ク
シ
カ
は
、
屋
久
島
と
口
永
良
部
島
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
亜
種
で
あ
る
。

（
31
）　

奄
美
大
島
瀬
戸
内
町
の
最
西
端
に
位
置
す
る
集
落
。

（
32
）　

原
文
は
「
夜
を
籠
乗
申
候
」。

（
33
）　

琉
球
で
は
中
国
暦
（
こ
の
時
期
は
大
統
暦
）
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
和
暦
と
ず
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。

（
34
）　

こ
の
船
の
同
道
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
が
、
①
復
路
の
船
は
計
六
艘
で
あ
っ
た
こ
と
（
三

月
一
五
日
条
）、②
坊
津
帰
着
時
に「
坊
津
の
八
右
衛
門
」が
振
舞（
饗
応
）を
し
て
い
る
こ
と（
四

月
一
九
日
）
な
ど
か
ら
、
往
路
を
共
に
し
た
こ
の
船
が
復
路
も
同
道
し
た
と
判
断
し
た
。

（
35
）　

原
文
は「
来
月
拾
日
比
ニ
出
舟
可
申
候
、順
風
無
之
候
ハ
ヽ
、う
ん
て
ん
ま
て
可
参
由
申
入
候
」。

（
36
）　

三
月
五
日
条
に
「
当
分
作
（
朔
）
時
分
ニ
而
候
」
と
あ
る
。
ま
た
一
五
日
の
出
船
ま
で
風
に

関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。

（
37
）　

原
文
は
「
殺そ

さ
す
」。
本
来
の
働
き
や
効
果
の
発
現
を
妨
げ
る
こ
と
。

（
38
）　

現
・
瀬
戸
内
町
芝
。

（
39
）　

現
・
宇
検
村
阿
室
。

（
40
）　

原
文
は
「
乗
船
之
帆
柱
取
調
、
山
ヨ
リ
昨
日
下
申
候
」。
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［『琉球国図』の薩琉航路］……渡辺美季

麻
生
伸
一　
「
絵
図
か
ら
み
る
近
世
・
近
代
初
期
の
那
覇
・
山
川
間
航
路
」
黒
嶋
敏
代
表
科
研
「
南

西
諸
島
に
お
け
る
海
上
交
通
の
復
元
的
研
究
」
研
究
会
レ
ジ
ュ
メ
、二
〇
一
八
年
（
一
一

月
一
一
日
）

石
井
正
敏　
「
史
料
紹
介
『
肥
後
守
祐
昌
様
琉
球
御
渡
海
日
記
』」『
南
島
史
学
』
二
八
、
一
九
八
六

年
（『
石
井
正
敏
著
作
集
』
四
、
二
〇
一
八
年
、
勉
誠
出
版
に
収
録
）

伊
仙
町
地
域
文
化
遺
産
総
合
活
性
化
実
行
委
員
会
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The Satsuma-Ryukyu Routes on the Ryukyu Kingdom Map : 
A Detailed Analysis Based on the Diary of Ito Sukemasa’s Voyage to Ryukyu

WATANABE Miki

Only a few historical sources provide specific information on maritime traffic between Medieval Japan 

and Ryukyu. In this context, the Ryukyu Kingdom Map held by the Okinawa Prefectural Museum and Art 

Museum is a rare, precious source of information on maritime travel between Satsuma and Ryukyu in the 

mid-15th century. However, due to the lack of supporting evidence, it is difficult to verify the information 

contained in the Map through comparison with contemporary sources. Therefore, this study compares 

the Map with early modern records of voyages, especially the diary of his voyage to Ryukyu （1638-1639） 

by Ito Sukemasa, a Satsuma clansman, to perform a retrospective analysis of how the routes on the Map 

were used. 

This analysis indicates that the three routes illustrated on the Ryukyu Kingdom Map are likely to 

have been used selectively depending on the direction of travel and the time of year. In particular, the 

direction of travel when crossing the Shichito-nada in the Black Current was the most important point to 

consider in choosing a route. This study also reveals that only ships traveling from Satsuma to Ryukyu 

were required to stop at Kuchinoerabu-jima Island and wait for favorable winds in order to sail the north-

flowing Black Current. In addition, this paper refers to Kuni Ezu （National Land Map） to identify the 

ports of call on the routes on the Ryukyu Kingdom Map, such as Kuchinoerabu-jima Island, Amami-

Oshima Island, and Tokunoshima Island.

Key words: Satsuma, Ryukyu, sea route, the Ryukyu Kingdom Map, Diary of Ito Sukemasa’s Voyage to 

Ryukyu




